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空気質モニタリングソリューション

AiryQonnect（エアリーコネクト）
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A i r y Qon nec t（ エアリーコ ネクト）は 、
マ クニ カ が提案 する空気 質モニ タリ ング ソリューシ ョンです。
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空気質センサー コネクティビティ プラットフォーム サービス・
アプリケーション

tVOC検知に特化した火災検知
空気質センサ

オフィス、ホテルなどの設置に
適したデザイン性の高い高信頼性
センサ

IoT 対応
Macnica SIM

空気質をモニタリングできる
プラットフォーム

ネットワークセキュリティや
空気質管理におけるAI実装、
他社プラットフォームとの連動

AiryQonnect: 空気質モニタリングソリューション

⾧距離、多接続を可能にした
Blutooth5.0対応ルータ
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Confidential空気質マネジメントによって得られるメリット例
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省エネ
空気質センサを数多く配置し、空調機器と連動ができれば、更にきめ細かい空調管理を適切に実行できます。

空気質を正確にモニタリングすることで、過剰な空調制御を防ぎ省エネに貢献します。

空気感染症の抑制
「換気が良くない建物では空気感染症のリスクが高まる」との研究結果がありCO2、温湿度などをモニタリングすることで

人の密集度、滞在時間を推定し、自動換気を実施するなど、推奨された必要換気量を確保できます。

人体に有害な物質のモニタリング
屋内の空気は正確にモニタリングされておらず、VOC、PM2.5、CO2などが多く存在する場合は、

居住者、労働者の健康に悪影響を及ぼす可能性があります。これらの有害物質を常時監視し安全な環境を維持できます。

快適
屋内の温湿度センシング情報やバイタルデータ、屋外の天候や環境情報などと連動すれば、居住者にとって快適な環境を

自動調整が可能になります。快適で効率的に活動できる空気環境を自律的に調整できます。

防災
tVOCを高感度に感知できるガスセンサにより、一般的な火災報知器よりも早く異常を感知できる可能性があります。

その感知情報から警報発信、空調の開閉などを自動で行うことができます。

*

*ハーバード大学公衆衛生大学院「THE 9 FOUNDATIONS OF A HEALTHY BUILDING]

ZEB/WELL対応などに
よる建物価値向上

安全・安心・快適な
環境の提供

防災、予知保全による
リスク低減

効率化による省エネ・
人的リソース削減
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応用事例

１:空気感染症の拡大予防（最適な温湿度環境の維持）

２:空気感染症の拡大予防（CO2モニターによる換気）

３:次世代ビルでのWELL認証取得
（オフィス快適性の指標化）

４:早期火災検知（tVOCガス検知による防災）

５:清掃状態の管理（微粒子検出）
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１:温湿度モニタによるウイルス感染症の拡大予防
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ウイルス感染拡大の一要因として
空気質の管理の重要性が高まってきている

感染者が空間に呼気としてウイルスを排出

空間が乾燥状態(RH:40%以下)なら
飛沫は乾燥飛沫となり⾧時間空気中に滞留

空間が乾燥状態(RH:40%以下)なら
飛沫内のウイルスは活性状態を持続する

適度な湿度の範囲を維持することが、人間の健康にとって有益であるというエビデンス
があります。
特に不特定多数の人が使用する公共建物においては、このエビデンスに従って
IAQ(室内空気質)基準に相対湿度40～60%RHが推奨されております。

空間の湿度条件を 最適な「RH:40-60%」に保てれば、
ウイルス感染症の抑制に一定の効果を出せる

出典https://academic.oup.com/cid/article/71/9/2311/5867798

出典:https://40to60rh.com/ja/
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2: CO2濃度モニタによるウイルス感染症の拡大予防
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屋内 CO2濃度上昇の主要因は、ヒトの呼気によるもの

感染者が空間に呼気としてCO2やウイルスを排出

CO2濃度を監視する事で、
適切な換気がされているかを把握できる

人体から排出されるCO2量はある程度一定
ʻ空間の密閉’ 状態の監視が可能

空間のCO2濃度を監視できれば、
新型コロナ感染対策として活用できる

空間のCO2濃度低下
空中浮遊ウイルス量の低下

空間のCO2濃度をモニター
アラートレベルに応じて注意喚起

出典:from SENSIRION AG
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３:次世代ビルでのWELL認証取得（オフィス快適性の指標化）
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オフィス・ビルの快適性を指標化する認証

WELL認証にて上位グレードの認証取得には、
加点の多い空気質監視の要件をクリアすることが重要

■WELL v2評価項目 ■WELL v2 認証レベル ■「空気質モニタリング」 要求仕様

しかし、「空気質モニタリング」の要求仕様は、
センサー計測精度、精度ドリフト要求が厳しい・・・

高精度センサー搭載により、マクニカセンサー端末は
‘3年間メンテンナンスフリー’認定を受ける

A08空気質モニタリングと認識
屋内空気モニターの導入
次の要件が満たされている:

A: 建物内の定常的使用空間、または共用空間において、以下の３つ以上を測定している

1. PM2.5 または、PM10 (精度2μg/m3以下 0-150μg/m3の間で読み値の15%)
2. 二酸化炭素(精度50ppm以下 +400-2000ppmで読み値の3%以下)
3. 一酸化炭素（精度は0～10ppm の範囲で1ppm 以下）
4. オゾン（精度0～100ppb の範囲で10ppb 以下）
5. 二酸化窒素（精度0～100ppb の範囲で20ppb 以下）
6. TVOC（精度20μg/m³＋150～2000μg/m³の範囲で読み値の20％以下）
7. ホルムアルデヒド（精度0～100ppb の間で20ppb 以下）

出典:https://www.gbj.or.jp/well/about_well/
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4:早期火災検知（tVOCガス検知による防災）
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2017年 : 総工費:200億円 全焼
大手通販会社

2020年 : 物的被害、業績影響不明
大手半導体製造メーカ

例）ロジ/工場火災、被害額甚大・・・
一方、統合型ロジの重要性高まる

■VOCガスによる ʻ燃焼ʼガス検知

約10分で発報

■「火災報知器」 による ‘熱/煙’ 検知

約30分で発報

VOC（燃焼ガス系）早期検知

延焼被害リスク

2019年 : 延べ4800m2焼失
歴史的な木造建造物

※弊社、参画 実証実験による結果レポートより（2019年10月実施）
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5:粒子(PM)量モニタによる清掃状態の監視
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空間浮遊粒子による健康被害のリスク

・小粒形の粒子は、肺の深部まで到達、健康被害を及ぼす

目に見えない粒子が空間には舞っている
屋内浮遊粒子ではPM1.0以下粒子径が大半

掃除機 / 空気清浄機の粒子センサーは、
埃検知のみ、ウイルス、アレルゲンは検知できない

空間浮遊物質の粒子数測定で
清掃後の清掃効果を可視化できる

出典:https://www.wiley.com/en-
us/Best+Practices+Guide+to+Residential+Construction%3A+Materials%2C+Finishes%
2C+and+Details-p-9780471648369
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AiryQonnectシステムコンセプト
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LPWA
(LTE-M1)

屋内空気質監視センサー
- 温湿度
- 二酸化炭素（CO2）
- tVOC（総揮発性有機化合物）
- 粒子・PM
- 大気圧

マクニカ
屋内空気質監視プラットフォーム

マクニカ
屋内空気質監視プラットフォーム

Sensor
Data

Bluetooth ルーター

LTE
Wi-Fi

Ethernet

空気質センサー空気質センサー

Bluetooth

BLE センサー
バイタル情報など連動

（開発中）

BLE センサー
バイタル情報など連動

（開発中）

プラットフォームプラットフォーム

空調制御データ
フィードバック

早期火災検知

空清・換気トリガー

三密監視

機器制御, 監視機器制御, 監視

空気質監視

※（デザイン案）実製品と異なる可能性があります

SIM
eSIM対応可能

グローバル対応可能
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AiryQonnect対応端末AQ-E1 高信頼空気質センサーユニット仕様
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※筐体イメージ（デザイン案）実製品と異なる可能性があります

項目 主な仕様 Parts#: MW-THVCP-CE100
測定機能・性能 温度 精度typ ±0.2℃ 測定範囲:-40℃～70℃

湿度 精度typ ±2% 測定範囲:0～100％RH

CO2 測定囲:0ppm ～ 40,000ppm
精度±(30ppm ＋ 3%MV）

TVOC 測定範囲0ppb ～ 60,000ppb
精度typ15% of meas.value

粒子 PM2.5
精度±100 #/cm3 @0~1000#/cm3

通信方式 LPWA（LTE-Cat.M1）with global support.
データ転送速度 Down-Link : 300Kbps  Up-Link : 375Kbps

通信プロトコル UDP *暫定
動作環境 動作湿度:0℃~50℃

動作湿度:0%~95%(結露無き事）
消費電力 定格DC:5V , typ xA (Max 900mA以下)*暫定
給電方式 USB (5V)給電

*入力形状:USB type-C
外形寸法 80mm x 170mm x 25mm *暫定
筐体材料 樹脂 /アルミ板
筐体外部仕様 センサ吸気口:筐体側面、底面 / 放熱用通気口:筐体背面

電源スイッチ:筐体底面
液晶表示 表示用窓:12mm x 51mm  液晶表示（日本語）*暫定仕様

温度(℃)/湿度(％)/二酸化炭素(ppm) /粒子(ug/m3)/揮発性有機化合物(ppb)
設置方法 屋内設置
設置金具 ブラケット金具(SPCC) 寸法:75mm x 25mm
重量 約500g *暫定
デザイン・製造元 サステナブルデザイン研究所（デザイン）ワッティー株式会社（製造）



© Macnica, Inc.

AiryQonnect対応端末AQ-E2 高信頼空気質センサーユニット仕様
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※筐体イメージ（デザイン案）実製品と異なる可能性があります

項目 主な仕様 Parts#: MW-RHV-CP-BL100

測定機能・性能

温度 精度typ ±0.2℃ 測定範囲:-40℃～70℃

湿度 精度typ ±2% 測定範囲:0～100％RH

(燃焼ガス)TVOC 測定範囲0ppb ～ 60,000ppb
精度typ15% of meas.value

通信方式 BLE v5.0 *SIG認証取得中 (アドバタイジングパケット送信モード)
送信間隔:15秒

動作環境 動作湿度:0℃~50℃
動作湿度:0%~95%(結露無き事）

消費電力 定格DC:5V , typ 100uA *暫定

給電方式 有線給電(5V) / バッテリ給電

外形寸法 150mmφ（天面） x152mmφ （底面） x 52ｍｍ*暫定

筐体材料 樹脂

筐体外部仕様 センサ吸気口: 筐体天面 / 放熱用通気口: 筐体側面

設置方法 屋内設置

設置金具 ネジ固定

重量 約200g *暫定

製造元 ワッティー株式会社
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Confidential

AQ-E1用空気質モニタリングプラットフォーム

◦ 複数の端末を一括で管理・確認
◦ 閾値設定による効果的なアラート
◦ 視認性に優れたUIデザイン
◦ スマートフォンでの一般公開閲覧機能

◦ 複数の端末を一括で管理・確認
◦ 閾値設定による効果的なアラート
◦ 視認性に優れたUIデザイン
◦ スマートフォンでの一般公開閲覧機能

◦ 計測履歴を一覧として表示
◦ 計測データをCSVファイルとしてダウン

ロード可能
◦ APIにて他社プラットフォームとの連携

（開発中）

◦ 計測履歴を一覧として表示
◦ 計測データをCSVファイルとしてダウン

ロード可能
◦ APIにて他社プラットフォームとの連携

（開発中）
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※イメージ:実製品と異なる可能性がございます。
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空気質センサー コネクティビティ プラットフォーム サービス・
アプリケーション

tVOC検知に特化した火災検知
空気質センサ

オフィス、ホテルなどの設置に
適したデザイン性の高い高信頼性
センサ

IoT 対応
Macnica SIM

空気質をモニタリングできる
プラットフォーム

ネットワークセキュリティや
空気質管理におけるAI実装、
他社プラットフォームとの連動

AiryQonnect: 空気質モニタリングソリューション

⾧距離、多接続を可能にした
Blutooth5.0対応ルータ

AiryQonnectは、空気質センサー端末、コネクティビティ、プラットフォームの一括で提供
されるソリューションとして提供され、導入後、速やかにモニタリングが開始できます。
サービスアプリケーション（API接続、AIアルゴリズム開発など）はオプション。
今後、空気質センサーは、お客様の用途に併せセンサー製品を拡充（開発中）

AiryQonnectは、空気質センサー端末、コネクティビティ、プラットフォームの一括で提供
されるソリューションとして提供され、導入後、速やかにモニタリングが開始できます。
サービスアプリケーション（API接続、AIアルゴリズム開発など）はオプション。
今後、空気質センサーは、お客様の用途に併せセンサー製品を拡充（開発中）
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●お問い合わせ先

株式会社マクニカ アルティマカンパニー
第三統括部 プロダクトセールス部
エアリーコネクト・セールス担当
airyqonnectsupport@macnica.co.jp
045-476-2155
（テレワーク中の為メールでのご連絡をお願い致します）


